
整備効果

概 要

＜シリーズ なるほど公共事業 （Ｒ５）Ｎｏ.５＞

つくばJCT

「スマートＩＣ」とは

♦高速道路の本線やSA・PA、バスストップから乗り降
りができるように設置されるICで、通行可能な車両（料金

の支払い方法）を、ETCを搭載した車両に限定してい
るICです。

♦令和5年12月末時点で、全国156箇所が開通済みであり、
また、全国52箇所で整備が進められております。

本線直結型イメージ図SA・PA接続型イメージ図

♦日本におけるIC間隔の平均は約10㎞であり、欧米諸国の平地部
における無料の高速道路は約5㎞であります。
従来のICよりも低コストで整備できる、スマートICを整備する
ことで、欧米諸国の水準に改善できます。

♦スマートICの整備は、高速道路へのアクセス性が向上し、
一般道で発生している渋滞の緩和や観光地への時間短縮、
物流の効率化に繋がり、産業の発展や地域の活性化が
期待されます。

日本の高速道路IC間隔のイメージ↓

10㎞

欧米諸国の高速道路IC間隔とした場合のイメージ↓

♦スマートICの主な整備効果
・通勤時間短縮
・観光施設へのアクセス改善
・工業団地へのアクセス改善
・医療機関への搬送時間短縮 等

＜地域の活性化や高速道路の利便性向上＞
水戸北スマートIC（常磐道）

全国初の本線直結型スマートIC
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整備中のスマートIC
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（仮称）つくばスマートIC（圏央道）

県内10箇所のスマートIC整備効果
－沿線地域における産業の発展と高速道路利便性の向上－
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